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2021年3月期 決算概況（P／L）

新型コロナウイルス感染症の影響（約30百万円）、第3四半期より本格的に実施
した戦略的投資（通期約55百万円）および為替差損（約45百万円）を吸収し、
当連結会計年度における本業の収益を示す営業利益は前年同期比約3割の増益率
を達成。売上高経常利益率も20％以上を計上

2020年3月期
通期

2021年3月期
通期

前期比
（単位：百万円） 金額 売上比率 金額 売上比率

売 上 高 4,038 100.0% 4,198 100.0% 104.0%

営 業 利 益 707 17.5% 919 21.9% 129.9%

経 常 利 益 715 17.7% 877 20.9% 122.6%

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益 533 13.2% 623 14.9% 117.0%
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グローバル事業 2020年3月期
通期

2021年3月期
通期 前期比

（単位：百万円） 金額 売上比率 金額 売上比率

売 上 高 2,736 100.0% 2,761 100.0% 100.9%

営 業 利 益 477 17.5% 492 17.8% 103.1%

2021年3月期 決算概況（セグメント別）

• ピラー（主要）顧客および大手PCメーカーに代表される、既存のピラー顧客からの横展開に係る売上と
ソリューションの受注を獲得、戦略的投資を吸収し、2021年3月期決算における営業利益は、前年同期
比微増を確保。戦略的投資の効果発現が4Qより一部開始。

• 当社従業員の生命・安全を最優先に考え実施した各種施策（フィリピンにおける従業員向け送迎者費用
や危険手当など）に係るコストや、セキュリティ強化を含むリモートでの開発の体制強化に伴う支出
（通年で約30百万円）を吸収。

• エンタープライズ事業部において、日本における上流経験や積極的な人材投資効果が発現、
金融セクターを中心とした既存案件の堅調な拡大および製造・公共セクターの新規大型案件を推進。

• 大手監査法人系グローバルコンサルティンググループ向けAIチャットボットや、IVA(インテリジェン
トビデオ解析)技術を活用したEdge IoT分野での取り組みに代表される、アセット化した開発基盤を用
いた案件も順調に拡大。

• コロナ禍において、新規顧客開拓および新規案件受注が順調に前進。来年度以降の本格的な業績貢献に
向けて、また、コロナ禍におけるDX（デジタルトランスフォーメーション）を更なるチャンスと捉え、
第3四半期より先端IT人材投資を中心とした戦略的投資（通年で約55百万円）を実施。
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• 2021年3月期決算における営業利益は、前年同期比124.2％を達成。Mightyシリーズのパッケージ販売
に係る①直販 ②重ね売り ③価格政策の実施により、ストックは順調に拡大。高収益構造の確立および新
商品のMighty Checker EXが奏功。

• 高収益サブスクモデルの確立と、プロジェクト毎の徹底した収益管理により、
セグメント利益が大幅に改善、営業利益率は51.1%を達成。

• 次世代レセプトチェックシステム「Mighty Checker EX」の引き合いについても、新型コロナウイルス
感染症（COVID-19）の影響で一部、組込系のマーケティング活動に遅延が生じたものの、総じて引き
続き順調に拡大

• 今後も「直接販売の推進」「価格政策の実行」および「ソリューションの重ね売り（顧客単価アップ）」
を推進し、更なる高収益の実現に向けた施策を実行。

• 直販に向けた人員強化の他、保険会社向け新ソリューションの開発着手と横展開に向けた取り組み、デー
タ分析（健保組合・学会等）、医療のデジタル化やデータ保全・セキュリティに係る新事業の立ち上げと、
「更なるサブスク収益源」の確保に向けて積極的な投資を実施。

2021年3月期 決算概況（セグメント別）

メディカル事業 2020年3月期
通期

2021年3月期
通期 前期比

（単位：百万円） 金額 売上比率 金額 売上比率

売 上 高 1,301 100.0% 1,435 100.0% 110.3%

営 業 利 益 590 45.4% 734 51.1% 124.2%
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2022年3月期 業績予想

前年度に引き続き営業利益・経常利益ともに過去最高益を計画
戦略的投資の発現により売上高は前年同期比18.2%増、新型コロナウイルスの影響や
高度人材の獲得・育成等の投資をこなし、経常利益は同25.9%増を計画

2021年3月期
通期

2022年3月期
通期

増加率
（単位：百万円） 金額 売上比率 金額 売上比率

売 上 高 4,198 100.0% 4,963 100.0% 18.2%

営 業 利 益 919 21.9% 1,079 21.8% 17.4%

経 常 利 益 877 20.9% 1,104 22.3% 25.9%

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益 623 14.9% 811 16.4% 30.2%
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会社概要
■社名：株式会社Ubicomホールディングス（東証一部上場 証券コード3937）
■戦略市場：医療、金融/公共、自動車、製造/ロボティクス等
■事業内容：
グローバル事業
国内のIT人材不足解消とDX（デジタルトランスフォーメーション）を進めるべく、フィリピン等の開発
拠点を活用した組込みソフトウェア/アプリケーション開発、テスト/品質保証/保守/24Hサポート等を
提供する他、3A（AI 人工知能 / Analytics 分析 / Automation 自動化 ）等の最先端技術を搭載した
独自の先進ソリューション開発を推進しています。
メディカル事業
医療機関向け経営支援ソリューションのリーディングカンパニーとして、レセプト点検、医療安全支援、
データ分析、クラウドサービス、開発支援、コンサルティング等の医療ITリューションの提供を通じて、
医療業界の業務効率化による働き方改革、医療機関の収益改善、医療の安全と質の向上を支援しています。
また、新たに保険業界向けナレッジプラットフォーム事業を開始しました。
Win-Win インベストメントモデル
リーディングカンパニーや成長企業との協業・提携・M&Aを推進し、事業成長の加速化を図ります。
新規事業開発
次世代を見据えた更なる高成長・高収益ビジネスを積み上げてまいります。

■業績：
単位：百万円 売上高 営業利益 経常利益

親会社に帰属
する当期純利益

2021年３月期（実績） 4,198 919 877 623

2022年３月期（計画）
増加率

4,963
+18.2%

1,079
+17.4%

1,104
+25.9%

811
+30.2%
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 本発表において提供される資料ならびに情報は、当社による現時点における
推定または見込みに基づいた将来展望についても言及しております。

 これら将来展望に関する表明の中には、様々なリスクや不確実性が内在します。
それらのリスクや不確実性には、一般的な業界ならびに市場の状況、為替変動
といった国内および国際的な経済状況が含まれ、将来の展望に関する表明に含
まれる内容と異なる結果を引き起こす可能性がございます。

 当社の実際の将来における事業内容や業績等は、本資料に記載されている将来
展望と異なる場合がございます。

 本資料における将来展望に関する表明は、利用可能な情報に基づいて当社によ
りなされたものであり、今後、新しい情報や将来の出来事等があった場合であ
っても、将来展望に関するいかなる記載も更新し、修正を行う義務を負うもの
ではございません。

将来見通しに関する注意事項
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